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　「地域に、行くとこをたくさ

ん作ろうやぁ」

　誰でも気軽に立ち寄れて、

コーヒーを飲みながら会話を

楽しむ、あたたかい交流の場

づくりを推進していきます。

　月に１度、専門の先生による

相談支援や、誰もが気軽に集

える居場所づくりを目指して、

ボランティアの皆さんととも

に活動していきます。

　地区社会福祉協議会ととも

に、地域住民相互の助け合い

や交流の輪を広げ、ともに支

え合う地域づくり活動や、モデ

ル地区ボランティアセンター

の推進をしていきます。

　中高生を対象とした夏のボラ

ンティア体験活動や、児童・生

徒のボランティア活動の普及、

災害ボランティアの養成講座

など、さまざまなボランティア

活動の推進をしていきます。

　合言葉は“ふれあい”から

“ささえあい”へ。各地区社会

福祉協議会を中心に、地域で

の見守りや声かけ、困りごとの

早期発見の仕組みづくりを推

進していきます。

　居宅介護支援、訪問介護、
通所介護（やすらぎセンター）
などの介護保険事業所や、障
がい福祉相談支援事業所、児
童発達支援・放課後等デイ
サービス（井原あゆみ園）を運
営していきます。

地 域 共 生 社 会を目 指して
　

３
月
20
日
に
理
事
会
、
29
日
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把

握
し
解
決
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
、
複
雑
化
し
た
課
題
を
受

け
止
め
る
た
め
の
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
の
確
立
に
向
け
、
計
画
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
重 
点 
目 

標

（
１
）
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
総
合

　
　  

的
推
進
と
支
援
活
動
の
強
化

（
２
）
地
区
社
協
の
活
性
化
・
地
区
ボ

　
　 

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と

　
　  

活
動
の
推
進

（
３
）
介
護
保
険
事
業
の
改
正
に
沿
っ

　
　 

た
適
正
な
経
営
と
サ
ー
ビ
ス
の

　
　  

充
実

（
４
）
障
害
者
の
自
立
に
向
け
た
相
談

　
　  

事
業
・
支
援
事
業
の
充
実

ラテ＆モカ

赤羽根カフェ事業

ひきこもり支援事業

ふれあいのまちづくり事業

ボランティア活動事業

ご近所福祉ネットワーク事業

介護保険･障がい福祉事業

基本理念　「ふれあい  たすけあい  ささえあい」のまちづくり
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　ひきこもりの方の社会参加と自立を目的とし、地域全体で支
えていきます。
　※相談支援
　・相談センター：月曜～金曜日　　　８：３０～１７：００
　・専門相談日：毎月第４木曜日　１０：００～１２：００
　　　◎専門相談は予約制　６２－１４８４　 
表紙写真：TeamHK、TeamOYAMAによる居場所づくりの活動風景

「
わ
た
し
の
思
う
地
域
づ
く
り
」

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
会
長
　
藤
　
井
　
　
護

　
県
主
地
区
に
あ
る
赤
羽
根
カ
フ
ェ

「
ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
？
カ
フ
ェ
」

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
く
会
話
が
で
き
、
気
軽
に
集
え
、

人
と
地
域
が
つ
な
が
る
居
場
所
に
な

り
ま
し
た
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
に
赤
羽
根
カ
フ
ェ

の
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
外
に
出

て
行
き
や
す
く
な
り
、
自
分
の
役
割

を
自
分
自
身
で
見
つ
け
て
生
き
が
い

を
持
ち
、
楽
し
く
地
域
参
加
し
や
す

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
し
た
活
動
を
と
お
し
て
今
後

も
市
社
協
と
地
区
社
協
が
一
緒
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
少
し
で
も
豊
か
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
住
み
よ
い
地

域
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

平成30年度  事 業 計 画  予 算

「 ひ きこもり支 援 事 業 」

すぱーく美星管理運営事業・・・・・・453千円

改善センター等管理運営事業・・・・8,817千円

いばらサンサン交流館事業・・・・ 27,081千円

歳  入 歳  出

■介護保険収入 101,012 千円

■受託金収入 23,670 千円

■会費収入 5,480 千円

■共同募金配分金収入 6,498 千円

■法人運営事業 44,512 千円

■共同募金配分金事業 6,811 千円

■居宅介護支援事業 27,976 千円

■障がい福祉サービス事業 21,651 千円

■経常経費補助金収入 49,924 千円

■障がい者福祉サービス事業 22,780 千円

■寄付金収入 5,100 千円

■その他 22,416 千円

■地域福祉活動推進事業 36,445 千円

■訪問介護事業 41,084 千円

■やすらぎセンター事業 48,262 千円

■その他 10,139 千円

介護保険収入
43％

経常経費補助金収入
21％

受託金収入
10％

その他
9％

障がい者福祉
サービス事業
10％

会費収入
2％

寄付金収入
2％

共同募金
配分金収入
3％

法人運営事業
19％

地域福祉活動
推進事業
16％

共同募金
配分金事業
3％

訪問介護事業
17％

居宅介護支援事業
12％

やすらぎ
センター事業
20％

障がい福祉
サービス事業

9％

その他
4％

事業計画に
ひとこと！！

コーヒー片手に次の作業の相談中
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30カ所に
なるよ！

も
も
カ
フ
ェ
︵
木
之
子
町
︶

日
時  

第
１
月
曜
日

　
　
　
　

10
時
半
～
14
時

場
所　

木
之
子
公
民
館

き
の
こ
の
こ
カ
フ
ェ
 In
下
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
木
之
子
町
︶

日
時　

第
３
月
曜
日

　
　
　
　

10
時
～
12
時

場
所　

下
原
公
民
館

※
５
月
21
日
オ
ー
プ
ン

高
屋
い
こ
い
カ
フ
ェ
︵
高
屋
町
︶

日
時　

第
３
月
曜
日

　
　
　
　

13
時
～
15
時

場
所　

西
部
い
こ
い
の
里

　
　
　
　
　
　
　

２
階

※
６
月
18
日
オ
ー
プ
ン

インタビュー

①きっかけは？
　昭和55年、聞こえない人たち（ろう者）の要望

で「手話教室」を開講したことがきっかけで、
翌56年に手話サークルを立ち上げました。
②大切にしていることは？
　ろう者と共に活動すること！
③やりがい・楽しみは？
　やりがいは、手話を学ぶことで、ろう者と会話

できた時。（やったー！）

　楽しみの一つは、みんな
　とのおしゃべり(*^ )̂v

設　　立：昭和56年4月（国際障害者年指定の年）
会 員 数：65名
活動内容：ろう者から手話を学び、季節の行事を企
　　　　  画。市主催の行事にも参加しています。
活 動 日：昼の部　第2・4（水）午後1：30～3：00
　　　　　  　　　井原市総合福祉センター
　　　　  夜の部　毎週木曜　午後7：00～9：00
　　　　　  　　　アクティブライフ井原

※参加希望の方は、活動日に直接お越しください。

手話が言語として、
認められました！
『手話の話・人の和・
仲間の輪』！
私たちと一緒に活
動しませんか？見学
お待ちしています。

六
ま
る
カ
フ
ェ
︵
美
星
町
︶

日
時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

 

13
時
～
15
時

場
所　

六
部
落
自
治
公
民
館

　
　
　
　

ｊジ

ャ

ム

ー

ル

ａ
ｍ
ｕ
ｒ　

ｋコ

ピ

ｏ
ｐ
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
西
方
町
︶

日
時　

第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
　

14
時
～
17
時

場
所　

ジ
ャ
ム
ー
ル

～井原市社会福祉協議会ボランティアセンター登録団体紹介～

『井原手話サークル』
みんなの手

その１

赤
羽
根
カ
フ
ェ

　

新
し
い
居
場
所
が
５
カ
所
増
え
ま
し
た
♪

30カ所に
なるよ！

場
所　

西
部
い
こ
い
の
里

つみき

ハンサムの手話



5 社協だより5

　市内小中高等学校21校の児童・生徒を対象として、社会福祉への理解と関心を高め、ボランティア
の心を養う活動を普及しています。

“福祉の心”のめばえ　    ～児童・生徒のボランティア活動普及事業～

『
地
域
の

　
　
名
人
さ
ん
と
交
流
！
』

西
江
原
小
学
校　

　

昔
の
ひ
み
つ
発
見
と
し
て
、地
域

の
方
に
昔
の
遊
び
や
道
具
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
交
流

し
、ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。現

在
の
暮
ら
し
と
比
べ
、昔
の
暮
ら
し

の
知
恵
に
驚
い
た
児
童
が
多
数
い

ま
し
た
。

『
高
齢
者
の
知
恵
を

　
　
　
後
世
に
残
そ
う
！
』

芳
井
中
学
校　

　

聞
き
書
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、人
生
の
先
輩
で
あ
る
高
齢
者
の

話
を
聞
き
、本
に
す
る
こ
と
で
、先

人
た
ち
の
生
活
や
知
恵
、苦
労
な

ど
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

『
服
の
チ
カ
ラ

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
』

井
原
市
立
高
等
学
校　

　

近
隣
の
学
校
・
施
設
に
協
力
を
お

願
い
し
、着
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服

を
回
収
、難
民
に
届
け
る
と
い
う
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。服
は
命
を

守
る
こ
と
を
学
び
、協
力
す
る
嬉
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。

『
地
域
に
学
ぶ
！
』木

之
子
小
学
校　

　

月
２
回
、語
り
の
会
の
地
元
メ
ン
バ
ー
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
来
て
い
た
だ
き
、

地
域
に
残
る
昔
話
を
聞
き
ま
し
た
。先
人

の
働
き
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、後
世
に

伝
え
る
知
恵
を
学
び
ま
し
た
。今
後
も
木

之
子
地
区
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、継

続
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

『
お
餅
と
か
か
し
は

　
　
　
　
　
田
植
え
か
ら
！
』

高
屋
小
学
校　

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、田

植
え
・
稲
刈
り
・
か
か
し
作
り
・
餅
つ
き
・
昔
遊
び

と
、年
間
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。児
童
の
思
考
や
活
動
を
大
切
に
し
、

体
験
を
通
し
て
奉
仕
の
精
神
を
養
い
、継
続
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

『
手
話
と
い
う
言
語

　
　
　
　
　
に
触
れ
る
！
』

美
星
小
学
校　

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
交
流

し
、今
ま
で
の
生
い
立
ち
や
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

手
話
の
言
語
文
化
に
興
味
を
も
ち
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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◇
香
典
返
し
・
満
中
陰
志

亡
父  

高
屋
町
　  
原
田
信
裕

亡
夫  

高
屋
町
　  
土
肥
三
和
子

亡
父  

西
江
原
町  

樫
本
則
浩

亡
義
姉 

大
江
町
　  

瀬
尾
　
誠

亡
父  

岩
倉
町
　  

撰
　
　
等

亡
父  

笹
賀
町
　  

佐
藤
　
宏

亡
妻  

高
屋
町
　  

川
合
良
治

亡
父  

青
野
町
　  

井
上
卓
美

亡
父  

笹
賀
町
　  

佐
藤
恭
弘

亡
母  

井
原
町
　  

岩
本
明
久

亡
祖
母 

稗
原
町
　  

畝
川
秀
二

亡
父  

西
江
原
町  

池
田
辰
彦

亡
母  

西
江
原
町  

佐
藤
　
茂

亡
夫  

下
出
部
町  

安
原
照
子

亡
父  

東
江
原
町  

佐
藤
和
也

亡
母  

西
江
原
町  

守
本
孝
昭

亡
父  

大
江
町
　  

熊
谷
剛
充

亡
母  

井
原
町
　  

　
山
幸
子

亡
父  

西
江
原
町  

中
山
博
文

亡
妻  

東
江
原
町  

木
山
憲
治

亡
母  

井
原
町
　  

川
田
憲
一

亡
父  

高
屋
町
　  

河
瀬
真
弓

亡
父  

芳
井
町
梶
江 

東
　
弥
央

相　　談 内　　　　　　容 日　　　時

ふ れ あ い
福 祉 相 談

日常生活上の心配や悩みごと等の相談 月～金曜日   8：30～17：00

法 律 相 談
要予約

法律上の難しい問題の相談　1件30分以内
（財産・相続・金銭賃借・境界問題等）

6/5（火）　 10：00～15：00
6/26（火）  13：00～16：00
7/10（火）  13：00～16：00

ひきこもり
専 門 相 談
要予約

専門家によるひきこもりに関する相談
5/31（木）    　　　　　　　
6/28（木）  

10：00～12：00

療 育 相 談
就学前の子どもの心配や悩みごとに
関する相談

月～金曜日   8：30～17：00

介 護 相 談 家庭介護や各種福祉サービスに関する相談 月～金曜日   8：30～17：00

金銭管理等
支 援 相 談

福祉サービスの利用や日々のお金の
やりとりの不安や悩みの相談

月～金曜日   8：30～17：00

福 祉 貸 付
相 談

世帯の生活の安定を図るための
資金貸付の相談

月～金曜日   8：30～17：00

ふ れ あ い 福 祉 相 談 セ ン タ ー

※相談は無料で秘密は厳守されます。
　 （祝日は除く）  　　　　　　　【予約先】井原市社会福祉協議会　☎62－ 1484

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
30
年
2
月
16
日
～
4
月
15
日
︵
敬
称
略
︶

亡
夫  

芳
井
町
東
三
原 

田
中
ミ
ツ
エ

亡
母  

芳
井
町
梶
江 

三
宅
孝
一

亡
義
母 

芳
井
町
梶
江 

山
本
悦
治

亡
母  

千
葉
県
習
志
野
市
花
咲

　
　
　
　
　
　
　
井
本
　
修

亡
母  

芳
井
町
梶
江 

山
本
　
剛

亡
母  
美
星
町
大
倉 

廣
谷
恒
平

亡
母  
美
星
町
東
水
砂 

片
岡
稔
雄

亡
父  

美
星
町
黒
木 

藤
原
靖
和

亡
夫  

美
星
町
三
山 
川
上
正
美

亡
父  

美
星
町
黒
忠 
竹
井
秀
一

亡
夫  

美
星
町
黒
忠 

妹
尾
美
智
子

◇
病
気
見
舞
い
返
し
に
か
え
て

美
星
町
大
倉
　
　
廣
谷
恒
平

◇
一
般
寄
付

井
原
市
手
を
つ
な
ぐ
親
た
ち
の
会

◇
物
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